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〜⽇本⼀の⽶産地になる〜



役職員全員が日本一の米産地になる事を
理念に行動しています！



JAきたそらち
音江町有機農業研究会

１．クリーン農業の実践！

２．安全なお米をお届けする為のお米の調製施設！

３．未来におコメをつなげる取組み！



北海道の農家のレベルは年々あがっており、

各町、味の差はほとんど無く、

美味しい北海道米が全国に出荷されています。

様々な産地の中から皆様に選ばれるため、

JAきたそらちは

「クリーン農業」
を推進しています。



YES！Clean等
環境に配慮した取組

約９６％



２．安全なお米をお届けする為のお米の調製施設

深川マイナリー
道内最大級！



コンテナ・バラ搬入

秋の受け入れ時期は
忙しくて「わや」です！

生産者ごとに
計量・自主検査・仕分

荷受設備

①生産者は刈取した籾を持って施設へ



水分１５．０％まで乾燥

仕上げ乾燥を一括で行う事により

水分のバラつきがないお米になります。

炊飯する時の水加減は

毎回同じで大丈夫(^^)/もうすぐで帰るからお米うるかしといて～

乾燥設備

②籾から水分を飛ばします。



籾貯蔵(サイロ・低温倉庫)

乾燥を終えた、籾はすぐに製品にさ
れる籾とサイロに保管される籾とに
分けられます。

サイロで保管される籾は、北海道で
一番「しばれる」時期２月にマイナス
５度以下の「しゃっこい」外気を取り
入れ籾を休眠状態にします。

こうする事により新米の味そのまま
で夏場もマイナス温度で保管がで
き、北海道ならではの「エコ」な保管
方法です。

すごいっしょ？

③サイロで一休み



網でふるって選別されたお米は
製品とくず米に分かれます。

くず米は「米菓」「味噌」「焼酎」
「家畜のエサ」「糊」等に使用され、
投げる事なくすべて使用します。

籾摺り設備

④籾から玄米へ



色彩選別機

色彩選別機は、被害粒（虫や病気、
気候状態で変色したお米）や
異物除去を目的とした選別機。

通常被害粒がないお米は
色彩選別機を使いませんが、
深川マイナリーでは万が一の
異物混入を防ぐため
「全量色彩選別機」をとおします。 この機械は誰でも「ちょす」事は出来ません。

お米を知り尽くした熟練された職員が操作します。

⑤どんなお米も見逃さないスナイパー



製品一時保管
（低温倉庫）

出荷設備

⑥いざ！出荷



３．未来におコメをつなげる取組

・クリーン農業を実施し、環境に配慮した米作りの推進を行っています。

・国内の農林水産分野の温室効果ガス排出量の３割弱は稲作が占めます。

温室効果ガス（メタン）の削減のため、収穫後は稲わらの搬出

又は秋おこしを実施を呼びかけています。



情報発信のご紹介

Instagram

@ja_kitasorachi
YOUTUBE
JAきたそらち きたそらちゃんねる



私達は米農家として安全なお米を作る
責任があります。

したっけね～(^^)/

音江町有機農業研究会

特別栽培米 「ななつぼし」
を宜しくお願い致します。

JAでは
安心安全な施設で、細心の注意を払いお米を調製しています。


